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永島昌和

　

国
土
交
通
省
は
、
平
成
25
年

度
国
土
交
通
省
関
係
予
算
概
算

要
求
概
要
を
公
表
し
た
。

　

概
算
要
求
は
、
震
災
復

興
、
防
災
・
減
災
対
策
の
推

進
、
持
続
可
能
で
活
力
あ
る

国
土
・
地
域
の
形
成
に
重
点

を
置
き
、
公
共
事
業
関
係
費

４
兆
１
３
４
３
億
円
（
対
前
年

度
１
・
05
倍
）
を
要
求
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
都
市
局
関
係
は

事
業
費
ベ
ー
ス
で
、
国
営
公

園
等
３
３
１
億
円
、
都
市
環

境
整
備
１
７
２
５
億
円
な
ど
、

２
１
５
３
億
円
を
要
求
。
都
市

防
災
推
進
事
業
の
拡
充
、
低
炭

素
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基
づ
く

取
り
組
み
等
を
掲
げ
て
い
る
。

　

低
炭
素
ま
ち
づ
く
り
計
画
で

は
、
屋
上
緑
化
な
ど
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
性
能
等
に
優
れ
た
質
の

高
い
建
築
物
の
整
備
に
対
す
る

支
援
、
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
公
園
・
緑
地
の
整
備
な
ど
を

　

平
成
24
年
度
「
都
市
緑
化
月

間
」は
、全
国
統
一
テ
ー
マ「
ひ

ろ
げ
よ
う 

育
て
よ
う 

み
ど
り

の
都
市
」
を
テ
ー
マ
に
、
10
月

１
日
か
ら
、
国
土
交
通
省
、
自

治
体
の
主
催
、
各
省
庁
等
の
後

援
、
日
造
協
な
ど
緑
化
関
係
団

体
の
協
賛
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

10
月
１
日
に
は
、
日
比
谷
公

園
の
小
音
楽
堂
前
で
、
緑
化
関

連
18
団
体
で
組
織
す
る
都
市
緑

化
推
進
運
動
協
力
会
が
主
催

し
、
都
市
緑
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
開
催
。
吉
田
お
さ
む
国
土
交

通
副
大
臣
を
は
じ
め
、
日
本
さ

く
ら
の
女
王
、
さ
く
ら
プ
リ

ン
セ
ス
も
参
加
し
、
来
場
者

に
都
市
緑
化
月
間
の
目
的
を

Ｐ
Ｒ
、
花
鉢
の
配
布
な
ど
を

行
っ
た
。

　

な
お
、
10
月
26
日
に
は
、
日

比
谷
公
会
堂
で
、「
ひ
ろ
げ
よ

う　

育
て
よ
う　

み
ど
り
の
都

市
」
全
国
大
会
が
開
か
れ
、
都

市
緑
化
功
労
者
表
彰
な
ど
、

各
表
彰
、
講
演
な
ど
が
行
わ

れ
る
。

支
援
。
支
援
対
象
と
な
る
都
市

公
園
事
業
の
面
積
要
件
の
拡
充

等
を
行
う
。

　

未
利
用
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
に
向
け
た
支
援
で

は
、
公
園
、
街
路
か
ら
発
生
す

る
植
物
廃
材
を
活
用
す
る
た

め
、
導
入
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
を
作
成
す
る
。

　

農
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
で
は
、
都
市
の
貴
重
な
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
都
市

農
地
の
保
全
・
活
用
を
図
る
た

め
、
未
利
用
地
の
市
民
農
園
等

の
暫
定
的
利
用
、
地
域
に
よ
る

屋
敷
林
の
保
全
・
管
理
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
農
地
の
公

園
化
計
画
の
策
定
な
ど
を
推

進
。
そ
の
ほ
か
、
都
市
安
全
確

保
促
進
事
業
、
環
境
共
生
型
都

市
開
発
の
海
外
展
開
等
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 　
新
宿
御
苑
は
、
広
さ
約
58 

ha
、
苑
内
に

は
約
500
種
の
樹
木
・
草
本
類
、
温
室
に
は
約

１
７
０
０
品
種
の
熱
帯
・
亜
熱
帯
植
物
が
育

ち
、
イ
ギ
リ
ス
式
風
景
庭
園
を
中
心
に
東
に

整
然
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
式
庭
園
、
西
に
回
遊

式
の
日
本
庭
園
を
配
し
、
大
き
く
三
つ
の
様

式
で
構
成
さ
れ
、四
季
折
々
の
変
化
に
富
み
、

国
民
公
園
と
し
て
人
々
の
憩
い
の
場
所
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

御
苑
の
前
身
は
、明
治
５
年
大
蔵
省
が「
内

藤
新
宿
試
験
場
」
を
設
け
、
明
治
12
年
か
ら

は
宮
内
庁
の
管
轄
と
な
り
、
皇
室
の
た
め
の

作
物
を
生
産
し
つ
つ
、
近
代
日
本
の
農
業
の

発
達
を
推
進
す
る
「
新
宿
植
物
御
苑
」
と
し

て
鴨
池
、
養
魚
池
、
動
物
園
等
が
造
ら
れ
、

皇
室
の
御
料
地
、
農
園
と
し
て
運
営
が
な
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
35
年
か
ら
庭
園
の
改
造
が
始
ま
り
、

日
本
庭
園
は
福
羽
逸
人
、
西
洋
式
庭
園
は
ベ

ル
サ
イ
ユ
園
芸
校
教
授
ア
ン
リ
ー
・
マ
ル
チ

ネ
ー
の
設
計
に
よ
り
明
治
39
年
に
完
成
し
、

明
治
時
代
の
東
京
に
お
け
る
造
園
史
を
語
る

う
え
で
は
日
比
谷
公
園
と
共
に
重
要
な
庭
園

で
す
。

　

御
苑
に
は
早
く
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
、
ユ

リ
ノ
キ
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
等
多
く
の
外
国
産
樹

木
が
植
え
ら
れ
、
明
治
40
年
頃
か
ら
御
苑
内

の
プ
ラ
タ
ナ
ス
、
ユ
リ
ノ
キ
、
イ
チ
ョ
ウ
等

か
ら
挿
し
木
、
種
子
の
採
取
が
行
わ
れ
、
明

治
43
年
頃
か
ら
は
都
内
各
所
に
街
路
樹
と
し

て
植
え
ら
れ
、絵
画
館
前
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
、

迎
賓
館
周
辺
の
ユ
リ
ノ
キ
等
の
多
く
は
御
苑

生
ま
れ
で
樹
齢
100
年
以
上
経
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
初
期
か
ら
皇
室
の
庭
と
し
て
使
わ
れ

て
お
り
、
大
正
６
年
か
ら
「
観
桜
会
」、
昭

和
４
年
か
ら「
観
菊
会
」の
開
催
場
と
な
り
、

現
在
も
皇
室
ゆ
か
り
の
伝
統
行
事
と
し
て
執

り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

桜
は
、
現
在
65
種
約
１
３
０
０
本
、
１
月

の
寒
桜
か
ら
４
月
の
八
重
桜
ま
で
楽
し
め
、

昭
和
27
年
か
ら
総
理
大
臣
主
催
の｢

桜
を
見

る
会｣
も
毎
年
４
月
に
開
催
さ
れ
、
桜
満
開

時
に
は
１
日
８
万
人
の
来
園
者
で
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

明
治
元
年
、
菊
が
皇
室
の
紋
章
と
定
め
ら

れ
、
明
治
11
年
に
皇
室
を
中
心
と
し
た
菊
を

鑑
賞
す
る｢

菊
花
拝
観｣

が
赤
坂
の
仮
皇

居
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
13
年

に
は
「
観
菊
会
」
と
名
称
が
変
更
さ
れ
、
明

治
22
年
ま
で
赤
坂
仮
皇
居
、
昭
和
３
年
ま
で

赤
坂
離
宮
で
開
催
さ
れ
、
昭
和
４
年
か
ら
新

宿
御
苑
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
21
年
11
月
３
日
の
新
憲
法
で
新
宿
御

苑
、
皇
居
外
苑
、
京
都
御
所
が
国
民
公
園
と

な
り
、
観
菊
会
は
、
国
民
公
園
協
会
新
宿
御

苑
と
な
っ
た
昭
和
24
年
か
ら
一
般
に
公
開
さ

れ
、
昭
和
46
年
に
は
厚
生
省
か
ら
環
境
庁
に

移
管
、
環
境
大
臣
主
催
の
「
菊
を
見
る
会
」

と
名
称
を
変
え
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

御
苑
で
は
菊
の
栽
培
が
明
治
38
年
か
ら
行

わ
れ
、
鑑
賞
の
た
め
の
展
示
は
昭
和
４
年
か

ら
始
ま
り
、
現
在
も
約
500
品
種
、
２
５
０
０

株
の
菊
が
栽
培
さ
れ
、
今
で
も
伝
統
技
術
を

守
り
な
が
ら
新
し
い
手
法
も
取
り
入
れ
て
人

工
交
配
に
よ
る
品
種
改
良
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

多
く
の
展
示
菊
が
栽
培
さ
れ
る
中
で
、
一

番
手
間
が
掛
る
の
が
大
菊
の
大
作
り
で
、
１

本
の
株
か
ら
何
百
と
い
う
花
を
咲
か
せ
る
た

め
、
発
育
旺
盛
な
品
種
を
用
い
、
７
回
の
芽

摘
み
を
繰
り
返
し
、
最
終
的
に
は
450
か
ら
550

輪
花
の
花
数
に
育
て
ら
れ
ま
す
。

　

菊
花
壇
展
は
、
毎
年
11
月
１
日
か
ら
15
日

ま
で
開
催
さ
れ
、
日
本
庭
園
園
路
沿
い
に
、

木
軸
上
屋
と
竹
軸
上
屋
と
呼
ば
れ
る
２
種
類

の
上
屋
が
７
棟
設
け
ら
れ
ま
す
。
昔
か
ら
上

屋
造
り
は
植
木
屋
の
熟
練
し
た
職
人
が
技
と

工
夫
を
凝
ら
し
、
現
在
の
伝
統
的
な
上
屋
の

形
が
出
来
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
造
園
の
伝
統
的
技
術
・
技
能

を
発
揮
で
き
る
仕
事
が
減
り
、
職
人
の
腕
の

見
せ
場
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
技
を
受

け
継
い
で
も
使
え
る
仕
事
（
場
）
が
無
く
て

は
人
材
も
技
も
遺
せ
ま
せ
ん
。
厳
し
い
今
こ

そ
、
新
技
術
の
中
に
も
伝
統
技
術
を
取
り
入

れ
た
仕
事
（
場
）
を
増
や
せ
る
よ
う
に
造
園

業
界
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
、
素
晴
ら

し
い
技
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

新
宿
御
苑
と
皇
室
ゆ
か
り
の
伝
統
行
事

日
造
協
業
務
執
行
理
事
・
㈱
昭
和
造
園 

代
表
取
締
役
社
長
　
卯
之
原 

昇

平成24年度

都
市
緑
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

開
催

10
月
は
都
市
緑
化
月
間

都
市
環
境
整
備
１
７
２
５
億
円
に

国
土
交
通
省
関
係
予
算
概
算
要
求

都市緑化キャンペーンでは、吉田おさむ副大臣らが花鉢配布を行った

40th
A

nn
iversary

おかげさまで創立40周年を迎えました
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⑴
行
政
・
元
請
・
下
請
一
体

と
な
っ
た
保
険
加
入
の
推
進
体

制
の
構
築

　

保
険
未
加
入
対
策
を
着
実
に

推
進
す
る
た
め
に
は
、
行
政
・

元
請
・
下
請
が
一
体
と
な
っ
て

継
続
的
に
取
り
組
み
を
実
施
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
母
体
と
な
る
推
進
体
制
と

し
て
、
関
係
者
（
73
団
体
）
で

構
成
す
る
「
社
会
保
険
未
加
入

対
策
推
進
協
議
会
」
を
、
全
国

と
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
設
置

し
て
い
ま
す
（
図
４
）。

　

こ
の
協
議
会
に
構
成
員
と
し

て
参
加
す
る
各
建
設
業
者
団
体

は
、
傘
下
の
建
設
企
業
の
保
険

加
入
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
主
体
的
な
取
り
組
み
を
計

画
的
に
進
め
る
た
め
、「
社
会

保
険
等
加
入
促
進
計
画
」
を
策

定
し
、
平
成
24
年
10
月
ま
で
に

公
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

表２　社会保険の属性別の加入状況
企業別の加入状況

加入率が高い 加入率が低い
元請、下請次数別 元請（96%） 高次下請（3次：66%）
事業所規模別 規模大（500～999人：96%） 規模小（1～4人：56%）
県別 地方部（島根97%、鳥取95%） 都市部（東京66%、千葉59%）

職種別（主なもの） 軽作業員（91%）、電工（92%）、運転
手（92%）、土木一般世話役（90%）

鉄筋工（59%）、とび工（71%）、
型わく工（71%）

労働者別の加入状況
加入率が高い 加入率が低い

元請、下請次数別 元請（78%） 高次下請（3次：44%）
事業所規模別 10～29人（61%） 1～4人（35%）、300～499人（37%）
県別 地方部（石川82%、鳥取82%） 都市部（東京27%、千葉32%）
職種別（主なもの） 電工（89%）、運転手特殊（78%）、

土木一般世話役（84%）
鉄筋工（34%）、とび工（38%）、
型わく工（33%）、交通誘導員B（18%）

給与形態別 月給制（約94%） 日給制（日給月給制含む）（44%）
年齢 30～59歳（60～65%） 24歳以下、60歳以上（約50%）
経験年数別 10～39年（60～65%） 4年以下、45年以上（30～40%）
職階別 職長（73%） 指導者以外（53%）

（注）（　）内は３保険とも加入している場合

表１　社会保険への加入割合
雇用保険 健康保険 厚生年金保険 ３保険

企業別 94％ 86％ 86％ 84％
労働者別 75％ 60％ 58％ 57％

（注）調査企業数：約25,000社、調査労働者数：約116,000者

図２　事業所の形態に応じた加入すべき公的保険

  

労働保険 社会保険 
事業主負担計 

（賃金等に対する比率） 事業所の
形態 

常用労働者
の数 

就労形態 雇用保険 労災保険 医療保険 
（事業主負担には介護保険料を含む） 

年金保険 

法 人 
 
約 

４０万社 

１人～ 
  常用 
 労働者 

雇用保険 
（事業主負担1.150％） 

元請一括加入 
（下請の事業主負担なし） 

協会けんぽ、 
健康保険組合等※１ 

（事業主負担5.495％※２） 

厚生年金※３ 
（事業主負担8.159％） 

 ○３保険の負担 
  １４．８０４％ 

－ 
  日雇 
 労働者 

日雇雇用保険 
（事業主負担1.150％ 
＋日額48円～88円） 

元請一括加入 
（下請の事業主負担なし） 

国民健康保険又は協会けん
ぽ（日雇特例被保険者）※１ 
（国保は事業主負担なし） 

国民年金 
（事業主負担なし） 

 ○日雇労働保険の負担 
 １．１５０％＋日額４８円～８８円 

－  役員等 － 
特別加入 

（事業主負担あり） 

協会けんぽ、 
健康保険組合等※１ 

（事業主負担5.495％※２） 

厚生年金※３ 
（事業主負担8.159％） 

 ○２保険＋労災保険の負担 
  １３．６５４％＋労災保険料 

 個人事
業主 
 
  約 
１０万者 

５人～ 
  常用 
 労働者 

雇用保険 
（事業主負担1.150％） 

元請一括加入 
（下請の事業主負担なし） 

協会けんぽ、 
健康保険組合等※１ 

（事業主負担5.495％※２） 

厚生年金※３ 
（事業主負担8.159％） 

 ○３保険の負担 
  １４．８０４％ 

 １人～４人 
  常用 
 労働者 

雇用保険 
（事業主負担1.150％） 

元請一括加入 
（下請の事業主負担なし） 

国民健康保険 
（事業主負担なし） 

国民年金 
（事業主負担なし） 

 ○雇用保険の負担 
  １．１５０％ 

－ 
  日雇 
 労働者 

日雇雇用保険 
（事業主負担1.150％ 
＋日額48円～88円） 

元請一括加入 
（下請の事業主負担なし） 

国民健康保険又は協会けん
ぽ（日雇特例被保険者）※１ 
（国保は事業主負担なし） 

国民年金 
（事業主負担なし） 

 ○日雇労働保険の負担 
 １．１５０％＋日額４８円～８８円 

－ 
 事業主、 
 一人親方 

－ 
特別加入 

（事業主負担あり） 
国民健康保険 

（事業主負担なし） 
国民年金 

（事業主負担なし） 
 ○労災保険料の負担 

：事業主負担がある部分（元請一括加入を含む） ：事業主負担がない部分 

※１ 健康保険の適用除外の承認を受けることにより、国民健康保険に加入する場合がある。 
   （一部の国民健康保険組合については、事業主負担があるが、義務づけなし。） 

※２ 事業主負担は、協会けんぽ東京支部の平成23年度保険料率（介護保険２号被保険者保険料率を含む。）を例として記載。 

※３ 「厚生年金保険」は、児童手当拠出金を含む（厚生年金基金加入員を除く）。 

（
図
５
）。
ま
た
、
多
様
な
手
段

に
よ
る
周
知
・
啓
発
を
行
い
、

建
設
企
業
、
技
能
労
働
者
な
ど

関
係
者
の
理
解
を
深
め
、
保
険

加
入
に
向
け
た
機
運
を
醸
成
し

て
い
き
ま
す
。

　

⑵
行
政
に
よ
る
制
度
的
チ
ェ

ッ
ク
・
指
導

　

建
設
業
の
許
可
・
更
新
の
申

請
時
に
提
出
す
べ
き
添
付
書
類

に
、
保
険
加
入
状
況
を
記
載
し

た
書
面
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

（
平
成
24
年
５
月
改
正
、
同
年

11
月
施
行
）。
未
加
入
企
業
に

は
加
入
指
導
が
行
わ
れ
、
加
入

し
た
旨
の
報
告
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
な
お

未
加
入
の
場
合
は
厚
生
労
働
省

の
保
険
担
当
部
局
に
通
報
が
行

わ
れ
、
加
入
指
導
や
法
令
に
基

づ
く
職
権
適
用
（
強
制
加
入
）

が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
建
設
業
許

可
部
局
に
お
い
て
も
監
督
処
分

　

我
が
国
の
建
設
投
資
額
は
、

ピ
ー
ク
時
（
平
成
４
年
度
）
か

ら
平
成
23
年
度
ま
で
の
間
に
約

50
％
も
減
少
し
ま
し
た
が
、
大

規
模
工
事
の
元
請
と
な
る
特
定

建
設
業
者
は
逆
に
14
％
増
加
し

て
お
り
、
元
請
間
の
受
注
競
争

が
激
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

伴
っ
て
、
単
価
引
下
げ
圧
力
が

強
ま
り
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

雇
用
、
医
療
、
年
金
保
険
（
以

下
「
社
会
保
険
等
」
と
い
う
）

に
係
る
法
定
福
利
費
を
削
っ
て

の
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
結

果
、
建
設
産
業
に
お
い
て
は
、

社
会
保
険
等
の
未
加
入
企
業
が

多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
24
歳
以
下
の
若
年
入

職
者
が
平
成
４
年
度
の
約
25
万

人
か
ら
平
成
21
年
度
の
約
５
万

人
へ
と
急
減
す
る
一
方
、
55
歳

以
上
の
就
業
者
の
割
合
が
平
成

23
年
度
で
約
33
％
と
な
る
な
ど

著
し
い
高
齢
化
が
進
行
し
て
お

り
、
熟
練
工
か
ら
若
手
へ
の
技

能
承
継
が
困
難
と
な
る
結
果
、

産
業
と
し
て
の
持
続
す
ら
も
困

難
と
な
る
懸
念
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

保
険
未
加
入
企
業
は
、
法
定

福
利
費
と
い
う
必
要
経
費
を
負

担
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
分
の
コ

ス
ト
が
か
か
ら
な
い
結
果
、
法

律
上
の
加
入
義
務
を
果
た
し
て

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
競
争

上
有
利
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

加
入
を
徹
底
さ
せ
、
建
設
市
場

に
お
い
て
健
全
な
競
争
環
境
を

構
築
す
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

ま
た
、
未
加
入
企
業
の
存
在
に

よ
り
労
働
者
に
と
っ
て
最
低
限

の
福
利
す
ら
確
保
さ
れ
ず
、
技

能
労
働
者
の
処
遇
低
下
を
招

き
、
こ
れ
が
若
年
入
職
者
の
減

少
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
加
入
を
徹
底
さ
せ
、
就

労
環
境
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
建
設
業
の
持
続
的
発
展

に
必
要
な
人
材
確
保
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も

と
、
平
成
23
年
６
月
に
は
建
設

産
業
戦
略
会
議
が
「
建
設
産
業

の
再
生
と
発
展
の
た
め
の
方
策

２
０
１
１
」
に
よ
り
未
加
入
対

策
の
必
要
性
を
提
言
す
る
と

と
も
に
、
平
成
24
年
２
月
に

は
「
社
会
保
険
未
加
入
対
策
の

具
体
化
に
関
す
る
検
討
会
」
が

具
体
的
な
取
り
組
み
方
策
を
と

り
ま
と
め
（
図
１
）
�略
、
さ
ら

に
、
平
成
24
年
７
月
に
は
建
設

産
業
戦
略
会
議
が
「
建
設
産
業

の
再
生
と
発
展
の
た
め
の
方
策

２
０
１
２
」
に
よ
り
未

加
入
対
策
の
更
な
る
徹

底
に
取
り
組
む
よ
う
提

言
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
未
加
入
対
策

の
た
め
総
合
的
な
対
策

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
実
施
後
５
年
を
目

途
に
、
企
業
単
位
で
は

許
可
業
者
の
加
入
率

１
０
０
％
、
労
働
者
単

位
で
は
製
造
業
相
当
の

加
入
状
況
を
目
指
し
て

お
り
、
技
能
労
働
者
の

処
遇
の
向
上
を
通
じ
た

建
設
産
業
の
持
続
的
な

発
展
に
必
要
な
人
材
の

確
保
、
法
定
福
利
費
を

適
正
に
負
担
す
る
企
業

に
よ
る
公
平
で
健
全
な

競
争
環
境
の
構
築
を
図

っ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
保
険
未

加
入
問
題
を
巡
る
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
方

策
の
全
体
像
に
つ
い
て

概
説
し
ま
す
。

　

⑴
保
険
未
加
入
の
主
な
要
因

　

建
設
産
業
に
お
い

て
、
保
険
未
加
入
が

広
く
存
在
し
て
い
る
の

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

様
々
な
要
因
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
主
な
要
因

は
次
の
通
り
で
す
（
図

３
）。

　

○
建
設
産
業
行
政
と

し
て
、
保
険
加
入
の
実

態
す
ら
把
握
し
な
い
な

ど
、
未
加
入
の
状
態
を

問
題
視
し
て
こ
な
か
っ

た
。

　

○
元
請
業
者
に
お
い

て
は
、
未
加
入
は
下
請

企
業
の
問
題
と
認
識
さ

れ
る
と
と
も
に
、
法
定

福
利
費
の
確
保
よ
り
も

当
面
の
受
注
や
利
益
確

保
に
迫
ら
れ
て
き
た
。

　

○
下
請
業
者
に
お
い

て
は
、
当
面
の
利
益
確

利
費
（
保
険
料
の
事
業
主
分
）

の
負
担
が
重
く
、
さ
ら
に
、
技

能
労
働
者
の
日
々
の
手
取
り
志

向
も
強
か
っ
た
。

　

⑴
加
入
す
べ
き
保
険

　

未
加
入
対
策
の
対
象
と
な
る

保
険
は
、
雇
用
保
険
、
医
療
保

険
（
健
康
保
険
、
国
民
健
康
保

険
）、
年
金
保
険
（
厚
生
年
金

保
険
、
国
民
年
金
保
険
）
の
３

保
険
で
す
。

　

加
入
す
べ
き
保
険
の
種
類

は
、
事
業
所
の
形
態
や
常
用
労

働
者
の
数
な
ど
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
（
図
２
）。

　

雇
用
保
険
に
つ
い
て
は
、
一

人
で
も
労
働
者
を
雇
用
す
れ

ば
、
原
則
、
加
入
義
務
が
生
じ

ま
す
。

　

医
療
保
険
に
つ
い
て
は
、
常

保
に
迫
ら
れ
る
一
方
、
法
定
福

　

⑵
取
り
組
み
の
方
向
性

　

⑴
の
よ
う
に
、
保
険
未
加
入

の
要
因
は
、
行
政
、
元
請
、
下

請
さ
ら
に
は
労
働
者
の
そ
れ
ぞ

れ
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
未
加
入
対
策
を
進
め
る
に

は
、
ま
ず
、
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
て
総
合
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で
す
。
未
加
入
対
策

の
気
運
を
高
め
る
意
味
も
あ
っ

て
、
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
た

推
進
体
制
「
社
会
保
険
未
加
入

対
策
推
進
協
議
会
」
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
体
的
推
進
体
制
の
も

と
、
行
政
に
お
い
て
は
、
建
設

業
者
に
対
す
る
制
度
的
な
チ
ェ

ッ
ク
や
、
建
設
業
担
当
部
局
・

社
会
保
険
部
局
間
が
連
携
し
た

取
り
組
み
を
実
施
す
る
と
と
も

　

年
金
保
険
に
つ
い
て
は
、
医

療
保
険
と
取
り
扱
い
が
類
似
し

時
５
人
以
上
の
従
業
員
を
使
用

し
て
い
る
個
人
事
業
主
の
場
合

及
び
常
時
（
１
人
で
も
）
従
業

員
を
使
用
し
て
い
る
法
人
の
場

合
は
、
全
国
健
康
保
険
協
会
が

運
営
す
る
健
康
保
険
（
通
称
：

協
会
け
ん
ぽ
）
又
は
健
康
保
険

組
合
が
運
営
す
る
健
康
保
険
に

加
入
す
る
の
が
原
則
で
あ
り

（
健
康
保
険
被
保
険
者
適
用
除

外
承
認
を
受
け
て
い
る
場
合
は

い
わ
ゆ
る
建
設
国
保
の
加
入
で

可
）、
こ
れ
ら
の
事
業
所
に
当

て
は
ま
ら
な
い
場
合
は
、
就
業

者
自
身
が
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

日
造
協
で
は
、
総
務
委
員
会
社
会
保
険
未
加
入
対
策
部
会
を
設
け
、
社
会
保
険
加
入
促
進

計
画
の
立
案
、
法
定
福
利
費
内
訳
明
示
「
標
準
見
積
書
」
の
立
案
に
取
り
組
み
、
造
園
建
設

業
の
持
続
的
発
展
に
必
要
な
人
材
の
確
保
へ
の
対
応
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
国
土

交
通
省
よ
り
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
、
社
会
保
険
未
加
入
対
策
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
紙
面
の
関
係
で
省
略
し
た
図
は
、
日
造
協
Ｈ
Ｐ
「
広
報
日
造
協
」（http://www.jalc.

or.jp/monthly/index.html

）
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１
．
は
じ
め
に

２
．
未
加
入
対
策
の
対
象
と
な
る
保
険
と
加
入
状
況

３
．
保
険
未
加
入
の
要
因
と
取
り
組
み
の
方
向
性

４
．
総
合
的
な
対
策
の
推
進

て
お
り
、
常
時
５
人
以
上
の
従

業
員
を
使
用
し
て
い
る
個
人
事

業
主
の
場
合
及
び
常
時（
１
人
で

も
）従
業
員
を
使
用
し
て
い
る
法

人
の
場
合
は
厚
生
年
金
保
険
に

加
入
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
に

当
て
は
ま
ら
な
い
場
合
は
、
就

業
者
自
身
が
国
民
年
金
保
険
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

⑵
３
保
険
へ
の
加
入
状
況

　

平
成
23
年
度
の
公
共
事
業
労

務
費
調
査
に
よ
り
、
こ
れ
ら
３

保
険
へ
の
加
入
状
況
を
み
る

と
、（
表
１
、２
）
の
通
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
加
入
状
況
は
一
様
で

は
な
く
、
元
請
よ
り
も
孫
請
以

降
の
高
次
下
請
が
、
大
企
業
よ

り
も
小
規
模
企
業
が
、
地
方
部

よ
り
も
都
市
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ

低
い
加
入
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。図３　各要因に対応した対策の実施

に
、公
共
発
注
者
に
お
い
て
は
、

ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
の
徹
底
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
元
請
企
業
に
つ
い
て

は
、
下
請
の
保
険
加
入
状
況
を

「
知
り
得
る
」、「
指
導
責
任
が

あ
る
」
立
場
で
あ
る
こ
と
を
明

確
化
し
、
そ
の
指
導
に
よ
り
保

険
加
入
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

　

下
請
企
業
に
つ
い
て
は
、
雇

用
す
る
労
働
者
へ
の
周
知･

啓

発
、
事
務
負
担
の
軽
減
を
図
り

つ
つ
、
保
険
加
入
を
徹
底
し
て

い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
保
険
加
入
の
原
資

と
な
る
法
定
福
利
費
が
加
入
義

務
の
あ
る
下
請
企
業
等
に
お
い

て
適
切
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
も

並
行
し
て
講
じ
て
い
き
ま
す
。

建設業の保険加入
組みがスタートします～
建設市場整備課　労働資材対策室



広 報　　日　　造　　協（３）        平成２４年１０月１０日 第４６３号  

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

経
営
事
項
審
査
（
経
審
）
の

申
請
時
に
も
、
未
加
入
企
業
に

対
し
て
は
、
許
可
・
更
新
時
と

同
様
、
加
入
指
導
、
通
報
、
職

権
適
用
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
（
さ
ら
に
、
平
成

24
年
７
月
か
ら
、
未
加
入
企
業

に
対
す
る
減
点
幅
が
大
幅
に
拡

大
さ
れ
ま
し
た
）。

　

許
可
行
政
庁
は
、
事
業
所
や

現
場
へ
の
立
入
検
査
も
行
い
ま

す
。
事
業
所
へ
の
立
入
検
査
で

は
、
主
と
し
て
企
業
や
労
働
者

の
加
入
状
況
の
確
認
が
行
わ

れ
、
ま
た
、
現
場
へ
の
立
入
検

査
で
は
、
元
請
か
ら
下
請
へ
の

指
導
状
況
等
の
確
認
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

一
方
、
厚
生
労
働
省
の
保
険

担
当
部
局
で
は
、
建
設
業
の
許

可
担
当
部
局
か
ら
の
通
報
を
受

け
、
加
入
指
導
を
行
う
ほ
か
、

法
務
省
の
法
人
登
記
情
報
を
活

用
し
て
未
加
入
企
業
の
事
業
所

を
洗
い
出
し
、
悪
質
な
未
加
入

事
業
所
に
つ
い
て
は
事
業
所
名

の
公
表
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
（
図
６
）
�略
。

　

⑶
建
設
企
業
の
取
り
組
み

　

元
請
企
業
に
は
、
建
設
労
働

者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
51
年
法
律
第
33

号
）
第
６
条
第
２
項
の
規
定
に

よ
り
、
関
係
請
負
人
に
対
し
、

雇
用
保
険
そ
の
他
建
設
労
働
者

の
福
利
厚
生
に
係
る
適
正
な
管

理
に
関
し
助
言
、
指
導
そ
の
他

の
援
助
を
行
う
努
力
義
務
が
あ

り
ま
す
。

　

一
方
、
建
設
業
法
施
行
規
則

の
改
正
等
に
よ
り
、
施
工
体
制

台
帳
、
再
下
請
通
知
書
、
作
業

員
名
簿
に
保
険
加
入
状
況
を
記

載
す
る
こ
と
と
な
り
、
保
険
加

入
状
況
を
確
認
す
る
仕
組
み
が

整
え
ら
れ
ま
し
た
（
平
成
24
年

11
月
１
日
施
行
）。

　

こ
れ
を
受
け
、
元
請
企
業
及

び
下
請
企
業
の
取
り
組
み
の
指

針
と
な
る
「
社
会
保
険
の
加
入

に
関
す
る
下
請
指
導
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
が
策
定
・
通
知
さ
れ
ま

し
た
（
図
７
）
�略
。
同
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
は
、
元
請
企
業
の
役

割
・
責
任
と
し
て
、
現
場
に
お

け
る
周
知
啓
発
、
法
定
福
利
費

の
適
正
な
確
保
の
ほ
か
、
協
力

会
社
組
織
を
通
じ
た
加
入
状
況

の
定
期
的
把
握
と
加
入
指
導
を

行
う
こ
と
、
個
々
の
工
事
を
下

請
発
注
す
る
際
の
下
請
企
業
選

定
時
に
加
入
状
況
の
確
認
と
加

入
指
導
を
行
う
こ
と
、
二
次
以

下
の
下
請
に
つ
い
て
も
再
下
請

負
通
知
書
に
よ
り
加
入
状
況
の

確
認
と
加
入
指
導
を
行
う
こ

と
、
作
業
員
に
つ
い
て
も
作
業

員
名
簿
を
活
用
し
て
加
入
状
況

の
確
認
と
加
入
指
導
を
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
遅
く
と
も
平
成
29

年
度
以
降
に
お
い
て
は
、
社
会

保
険
等
の
全
部
又
は
一
部
に
適

用
除
外
で
は
な
く
未
加
入
の
建

設
企
業
を
下
請
企
業
に
選
定
し

な
い
取
り
扱
い
を
す
べ
き
、
適

切
な
保
険
へ
の
加
入
が
確
認
で

き
な
い
作
業
員
に
つ
い
て
も
、

特
段
の
理
由
が
な
い
限
り
現
場

入
場
を
認
め
な
い
取
り
扱
い
を

す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

⑷
法
定
福
利
費
の
確
保

　

受
注
競
争
が
激
化
す
る
中

で
、
利
益
確
保
の
た
め
に
法
定

福
利
費
を
適
正
に
負
担
し
な
い

企
業
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が

社
会
保
険
等
未
加
入
問
題
の
大

き
な
要
因
で
す
。
法
定
福
利
費

は
保
険
加
入
の
原
資
で
あ
り
、

そ
の
確
保
は
保
険
加
入
の
前
提

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
発
注
者
か

ら
労
務
を
提
供
す
る
下
請
ま

で
適
正
に
法
定
福
利
費
が
確
保

さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
図

８
�略
、
図
９
）。

　

ま
ず
、
実
際
に
労
務
を
提
供

し
て
法
定
福
利
費
を
負
担
す
べ

き
専
門
工
事
業
者
に
お
い
て
、

必
要
な
法
定
福
利
費
の
額
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
各
専
門
工
事
業
団
体
ご
と

に
、
見
積
時
に
法
定
福
利
費
を

内
訳
明
示
す
る
た
め
の
標
準
見

積
書
及
び
そ
の
作
成
手
順
書
の

検
討
が
進
ん
で
い
ま
す
。
平
成

24
年
10
月
を
目
途
に
自
主
的
に

検
討
を
進
め
、
年
度
後
半
の
試

行
実
施
を
経
て
、
平
成
25
年
度

か
ら
の
本
格
運
用
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
専
門
工
事
業
者
に

は
、
こ
の
標
準
見
積
書
等
を
活

用
し
て
、
元
請
に
対
し
、
必
要

な
法
定
福
利
費
を
適
切
に
含
ん

だ
額
に
よ
る
下
請
契
約
の
締
結

を
求
め
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
請
負
契
約
の
も
っ
と

も
川
上
に
当
た
る
発
注
者
に
お

い
て
法
定
福
利
費
相
当
額
が
適

切
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
国
土

交
通
省
直
轄
工
事
の
予
定
価
格

の
積
算
方
法
を
適
正
化
し
、
事

業
者
が
本
来
負
担
す
べ
き
法
定

福
利
費
の
額
が
予
定
価
格
に
適

切
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
民
間
発
注
者
に

お
い
て
法
定
福
利
費
が
適
切
に

確
保
さ
れ
る
よ
う
、
国
土
交
通

省
か
ら
主
な
民
間
発
注
者
団
体

に
対
し
て
通
知
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
平
成
23
年
８
月

29
日
の
「
発
注
者
・
受
注
者
に

お
け
る
建
設
業
法
令
遵
守
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
り
、「
発
注

者
及
び
受
注
者
は
見
積
時
か
ら

法
定
福
利
費
を
必
要
経
費
と
し

て
適
正
に
考
慮
す
べ
き
で
あ

り
、
法
定
福
利
費
相
当
額
を
含

ま
な
い
金
額
で
建
設
工
事
の
請

負
契
約
を
締
結
し
た
場
合
に

は
、
発
注
者
が
こ
れ
ら
の
保
険

へ
の
加
入
義
務
を
定
め
た
法
令

の
違
反
を
誘
発
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
と
も
に
、
発
注
者
が
建

設
業
法
第
19
条
の
３
に
違
反
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
。」
と
し
て

お
り
、
ま
た
、
平
成
24
年
７
月

23
日
の
「
法
定
福
利
費
の
確
保

に
よ
る
社
会
保
険
等
未
加
入
対

策
の
徹
底
に
つ
い
て
」に
よ
り
、

「
①
公
正
な
競
争
が
成
り
立
つ

よ
う
必
要
以
上
の
低
価
格
に
よ

る
発
注
を
で
き
る
限
り
避
け

て
、
必
要
な
経
費
を

適
切
に
見
込
ん
だ
価

格
に
よ
る
発
注
を
行

い
、
②
発
注
す
る
工

事
に
つ
い
て
の
建
設

作
業
を
担
う
技
能
労

働
者
等
に
係
る
法
定

福
利
費
が
着
実
に
確

保
さ
れ
る
よ
う
、
見

積
・
入
札
・
契
約
の

際
に
配
慮
頂
く
」
こ

と
に
つ
い
て
理
解
と

協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
発
注
者

と
専
門
工
事
業
者
と

を
結
ぶ
総
合
工
事
業

団
体
に
対
し
て
も
、

平
成
24
年
９
月
13
日

に
「
法
定
福
利
費
の

確
保
に
よ
る
社
会
保

険
等
未
加
入
対
策
の

徹
底
に
つ
い
て
」
が

発
出
さ
れ
て
お
り
、

①
法
定
福
利
費
は
競

５ 

． 

お
わ
り
に

図９　法定福利費の確保（イメージ）

図10　対策の進め方

みんなで取り組む
～いよいよ新たな取り

国土交通省　土地・建設産業局

建設業 
団体 

社会保険担当部局 
（厚労省、年金機

構） 

建設業 
担当部局 
（国交省） 

関係 
団体 

保険未加入対策推進協議会 
 

【全国、地方ブロック（都道府県単位）で設置】 

 
 

実施方針 

 ○ 取り組みを着実に推進するため、社会保険未加入対策を行政・元請・下請が一体となって継続的に実施する「保険未加
入対策推進協議会」を設立 

 ○ 各団体の取り組みを共有し、継続的にフォローを行う 

 ○ 効果的な取り組みを共有、周知啓発の取り組み方針等を議論 

推進体制のイメージ  

下請企業・労働者 

参加 情報共有 
情報提供 

参加 

  

保険未加入対策推進協議会の概要 

【構成】 

 ・建設業担当部局（国交省、地方は都道府県も参加） 

 ・社会保険担当部局（厚労省、日本年金機構） 

 ・建設業団体、関係団体、労働者団体 

 ・学識経験者 

 

【協議会が行う主な取り組み】 

 ・参加団体等を通じた建設企業及び労働者に対する周
知・啓発の推進 

 ・参加団体ごとの社会保険加入状況の定期的把握 

 ・各参加団体による取り組みのとりまとめと定期的フォ
ローアップ 

 ・加入促進に向けた効果的な取り組みの共有 

 ・構成員間の意見交換 

 

【ワーキンググループの設置】 

 ・全国協議会の下にワーキンググループを設置 

 ・構成員は、行政担当者、建設業団体 

 ・関係者による意見交換・認識共有を行うとともに、全国
協議会の運営に必要な事項を話し合う。 

会員企業 

学識 
経験者 

労働者 
団体 

情報共有 

参加 

情報共有 

参加 
加入計画 

参加 

情報提供 
参加 

加入計画 

加入計画 

都道府県 
（※ 地方ブ
ロック協議会） 

情報共有 

参加 

 １－１ 取り組みの推進体制 

1 

 
 

記載内容  

１．団体の基本的事項 
 ○団体名、代表者名、所在地、会員数、主な業種等を記載する。 
 
２．基本的な方針 
 ○団体としての取組方針を明らかにする。 
 
３．保険加入の状況 
 ○当該団体の把握している会員企業及び下請企業の保険加入の

現況を具体的に示す。 
 ○具体的な把握方法、現況の分析についても明らかにする。 

４．取組の内容 
 ○保険加入に向けて団体として自主的に取り組む具体的な対策を

示す。 
 ○例えば以下のような観点からの取組が考えられる。 
１）事業者への周知・保険加入の徹底 
２）工事現場での確認・指導 
３）法定福利費の確保 
４）重層下請構造の是正 
 ５）一人親方対策 
 ６）就労履歴管理対応 
 ７）優良企業認定制度の取組 
 ８）保険関係事務手続きの支援 
９）未加入者の排除    等 

○ 傘下の建設企業の社会保険加入を計画的に進める

ため、全国協議会構成団体はそれぞれ、社会保険加入

促進計画を策定する。 

○ 策定した社会保険加入促進計画は、全国協議会等に

おいて情報共有し、他団体の取組の参考とする。 

○ 傘下企業の加入状況は、アンケート調査等により把

握し、記載する。 

○ 計画期間は５年間とし、毎年のフォローアップ結果を

見ながら、必要に応じ改定を行う。 

○ 初年度（平成２４年度）については、第２回協議会（１０

月を予定）までに「社会保険加入促進計画」を登録する。 

○ ２年目以降は、年１回フォローアップを行う。 
 
 ※全国推進協議会の参加団体に対し、計画策定の参考と 
   するため、平成２４年４月に「社会保険加入促進計画の 
   枠組み（案）」を提示済み 

概  要 

 ○ 各建設業団体は、傘下の建設企業の保険加入状況を把握するとともに、それぞれの立場から主体的な取
組を計画的に進めるため、これから「社会保険加入促進計画」を策定することとしています。 

※「社会保険促進計画の枠組み（案）」の概要 

図４　保険未加入対策推進協議会について

図５　社会保険加入促進計画

争
上
変
動
費
と
し
て
扱
う
べ
き

で
は
な
く
、
見
積
か
ら
契
約
ま

で
必
要
な
労
務
費
と
合
わ
せ
て

適
正
な
法
定
福
利
費
を
確
保
す

る
こ
と
、
②
法
定
福
利
費
を
含

む
適
正
な
金
額
に
よ
る
見
積
・

請
負
契
約
の
締
結
を
発
注
者
に

求
め
る
こ
と
、
③
見
積
時
に
法

定
福
利
費
の
内
訳
が
明
示
さ
れ

た
標
準
見
積
書
が
専
門
工
事
業

者
か
ら
提
示
さ
れ
た
場
合
に

は
、
こ
れ
を
尊
重
し
て
請
負
契

　

保
険
未
加
入
対
策
の
取
り
組

み
は
、
平
成
23
年
６
月
の
建
設

産
業
戦
略
会
議
に
よ
る
提
言
か

ら
約
１
年
半
を
経
て
、
い
よ
い

よ
平
成
24
年
11
月
か
ら
本
格
的

に
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

約
を
締
結
す
る
こ
と
、
④
必
要

な
法
定
福
利
費
を
確
保
し
、
下

請
企
業
の
不
安
の
解
消
に
努
め

つ
つ
、
社
会
保
険
加
入
の
指
導

等
の
徹
底
、
将
来
的
な
未
加
入

事
業
者
の
排
除
に
向
け
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
、
の
４
点
が

通
知
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
実
効
あ
る

ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
の
徹
底
に
よ

り
、下
請
へ
の
し
わ
寄
せ
防
止
、

安
全
対
策
の
徹
底
等
に
努
め
て

関
係
者
は
、
未
加
入
対
策
の
取

り
組
み
が
、
若
年
入
職
者
の
確

保
と
健
全
な
競
争
環
境
の
構
築

た
め
に
行
わ
れ
る
と
い
う
目
的

を
十
分
に
認
識
し
、
ま
た
、
講

じ
ら
れ
る
諸
施
策
を
十
分
に
理

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
者
単
位
で
の
加

入
状
況
の
確
認
を
容
易
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
Ｉ
Ｔ
技

術
を
活
用
し
て
加
入
状
況
そ
の

他
の
情
報
を
蓄
積
す
る
仕
組
み

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
24
年

９
月
か
ら
、国
土
交
通
省
の「
担

い
手
確
保
・
育
成
検
討
会
」
で

検
討
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

⑸
そ
の
他
の
取
り
組
み

　

⑴
～
⑷
の
取
り
組
み
に
加

え
、
法
定
福
利
費
の
負
担
増
を

回
避
す
る
た
め
に
雇
用
し
て
い

る
労
働
者
の
解
雇
・
一
人
親
方

化
が
進
む
こ
と
の
な
い
よ
う
、

請
負
・
雇
用
に
関
す
る
ル
ー
ル

の
徹
底
を
行
う
と
と
も
に
、
偽

装
請
負
の
禁
止
の
徹
底
を
図
る

な
ど
に
よ
り
、
重
層
下
請
構
造

の
是
正
に
も
取
り
組
ん
で
い
く

解
し
た
上
で
、
平
成
29
年
度
に

は
許
可
業
者
の
１
０
０
％
で
加

入
と
い
う
目
標
に
向
け
て
、
一

致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、

未
加
入
者
は
、
早
期
に
加
入
す

る
こ
と
が
必
要
で
す（
図
10
）。

　

な
お
、
未
加
入
対
策
の
取
り

組
み
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

相
談
窓
口
が
一
般
財
団
法
人

建
設
業
振
興
基
金
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
（http://www.

kensetsu-kikin.or.jp/
hoken-kanyu/

）。
こ
の
窓
口

を
経
由
し
て
、
社
会
保
険
労
務

士
の
相
談
員
に
よ
る
無
料
電
話

相
談
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
も

あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
ご

活
用
下
さ
い
。

 

  

元請企業 

イメージ 

民間発注者
団体 

労働者 公共 
発注者 

 
建設業担当部局 

 

下請企業 

・ダンピング対策 
 の要請と法定 
 福利費確保の 
 働きかけ 

 
民間 
発注者 

 

元請団体 専門工事業
団体 

・見積書の内訳明示 
・法定福利費確保の要請 

法定福利費
の支払い 

法定福利費
の支払い 

保険加入 

・建設業における社会保険 
 未加入対策への協力要請 
・法定福利費確保の働きかけ 
・ダンピング対策の要請 

・見積書の内訳明示の要請 
・法定福利費確保の働きかけ 

見積書の内訳明示の 
活用と法定福利費確保
の働きかけ 

標準見積書の活用要請と
保険加入の働きかけ 

・見積書の内訳明示の要請 
・保険加入の働きかけ 

・見積書の内訳明示 
・法定福利費確保の要請 

法定福利費確保 
の働きかけ 

標準見積書の 
活用要請 ・見積書の内訳明示の方針決定 

・業界内の標準見積書の作成 

・建設業における社会保険 
 未加入対策への協力要請 
・法定福利費確保の働きかけ 
・ダンピング対策の要請 

「平成24年度国土
交通省所管事業の
執行について」（平
成24年4月 国土交
通事務次官通知） 

「法定福利費の確保による
社会保険等未加入対策の
徹底について」（平成24年７
月建設市場整備課長通知） 

「各専門工事業団体にお
ける標準見積書の作成
について」（平成24年6月
建設市場整備課長通知） 

「法定福利費の確保による
社会保険等未加入対策の
徹底について」（平成24年9
月建設市場整備課長通知） 

通報 
経営事項審査 

許可業者 
 １００％ 
  加入 

保険加入者優先 
活用の周知啓発 従業員への周知啓発 

保険加入者の優先活用 

ダンピング対策 

下請企業の指導 下請企業の周知・啓発 

就労履歴管理システム
の活用 

企業への周知啓発 

各団体の取組 

立入検査 

許可・更新時の 
確認・指導 

保険担当部局 

周知啓発 

元請企業 

関係者一体と
なった取組 

保険加入者 
優先期間 

加入指導 
重点期間 

周知啓発 
重点期間 全ての許可業者の保険加入 

平成２４年度～２８年度 平成２９年度～ 

建設業担当部局 

許可業者の加入拡大 

      未適用事業所に対する指導、強制加入手続等 

法人登記情報を活用した未加入企業の把握(健康・年金保険・労働保険） 
（平成２５年度～） 

法定福利費の確保 

未加入者の 
工事現場からの排除 

平成２３年度 

現場従事者の加入拡大 
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テ
ッ
ク
大
洋
工
業
は
、
都
市

環
境
施
設
、
公
園
施
設
を
メ
イ

ン
に
道
路
情
報
板
、
各
種
競
技

場
用
照
明
鉄
塔
、
街
路
灯
ポ
ー

ル
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
等
の
製
品
を
設
計
か
ら
製

作
、
据
付
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま

で
一
貫
し
た
も
の
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
製
品
を
提
供
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
製
作
工

場
は
Ｍ
グ
レ
ー
ド
を
有
し
て
お

り
大
型
の
鋼
構
造
物
か
ら
小
型

金
物
ま
で
対
応
可
能
。
ま
た
、

環
境
に
優
し
い
製
品
づ
く
り
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
重
金
属
を

含
ま
ず
重
防
食

を
可
能
に
し
た

塗
装
シ
ス
テ
ム

「
エ
コ
ス
ト
コ

ー
ト
」、
太
陽

電
池
式
街
路
灯

「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
タ
イ

ヨ
ウ
ポ
ー
ル
」、
モ
ル
タ
ル
不

使
用
の
ソ
ー
ラ
ー
架
台
、
デ
ッ

キ
等
施
設
に
採
用
可
能
な
環
境

対
応
型
基
礎
「
リ
ユ
ー
ス
ベ
ー

ス
」
等
を
開
発
、
販
売
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
お
客
様
の
ニ

ー
ズ
に
沿
っ
た
製
品
づ
く
り
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
努
力
し
続
け
ま

す
。
詳
し
く
は
、
弊
社
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.ttkk.co.jp

…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
東
京
事
業
所
】

☎
０
３
・５
７
０
３
・
１
４
４
１

【
静
岡
事
業
所
】

☎
０
５
５
・９
７
７
・
１
３
３
６

【
秋
田
事
業
所
】

☎
０
８
１
６
・
４
２
・８
３
１
８

日
造
協
賛
助
会
員
の
紹
介  

45

テ
ッ
ク
大
洋
工
業
㈱

　

厚
労
省
等
の
主
催
で
第
50
回

技
能
五
輪
全
国
大
会
が
10
月
26

日
か
ら
29 

日
ま
で
行
わ
れ
る
。

　
「
造
園
」
職
種
競
技
は
、
諏

訪
市
の
諏
訪
湖
イ
ベ
ン
ト
広
場

を
会
場
に
10
月
27
日
、
28
日
に

実
施
。
競
技
時
間
は
11
時
間
30

分
で
、
3.5
×
５
ｍ
木
枠
内
で
、

地
均
し
、石
積
み
、小
端
積
み
、

流
れ
、
植
栽
、
バ
ラ
の
ア
ー
チ

な
ど
を
施
工
す
る
。

　
委
員
会
等
の
活
動

■
運
営
会
議

　
「
社
会
保
険
加
入
促
進
計
画
」

（
素
案
）、
会
員
の
入
会
、
顧
問

会
議
の
開
催
等
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
。�

（
９
月
６
日
）

■�

総
務
委
員
会
（
社
会
保
険
未

加
入
対
策
部
会
）

　
「
社
会
保
険
加
入
促
進
計
画
」

（
素
案
）
及
び
「
法
定
福
利
費

の
内
訳
明
示
標
準
見
積
書
」

（
素
案
）
の
検
討
を
行
っ
た
。

（
９
月
13
日
）

■
総
務
委
員
会

　

総
務
委
員
会
の
運
営
・
各
部

会
の
検
討
課
題
等
及
び
「
社
会

保
険
加
入
促
進
計
画（
素
案
）、

「
法
定
福
利
費
の
内
訳
明
示
標

準
見
積
書
」（
素
案
）
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
た
。（９

月
19
日
）

■�

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
推

進
等
特
別
委
員
会

　

日
造
協
の「
新
た
な
る
使
命
」

の
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
た
。�

（
９
月
24
日
）

【
９
月
】

６
㈭
・
運
営
会
議

　
　

・
植
栽
基
盤
診
断
士
育
成

講
習
会（
九
州
総
支
部
）

７
㈮
・
総
務
委
員
会
（
広
報
活

動
部
会
）

９
㈰
・
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
総
会
ほ
か

～
14
㈮

13
㈭
・
総
務
委
員
会
（
社
会
保

険
未
加
入
対
策
部
会
）

16
㈰
・
植
栽
基
盤
診
断
士
認
定

試
験
（
学
科
試
験
）

19
㈬
・
技
術
委
員
会
（
技
能
五

輪
部
会
）

　
　

・
総
務
委
員
会

24
㈪
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
推
進
等
特
別
委
員
会

25
㈫
・
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ガ
ー
デ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会

26
㈬
・
事
業
委
員
会
（
事
業
企

画
部
会
）

　
　

・
造
園
・
環
境
緑
化
産
業

振
興
会
事
務
局
会
議

28
㈮
・
植
栽
基
盤
診
断
士
認
定

委
員
会

29
㈯
・
第
29
回
全
国
都
市
緑
化

フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
開

催�

～
10
月
28
日
㈰

【
10
月
】

１
㈪ 

・
社
会
保
険
未
加
入
対
策
に

つ
い
て
国
交
省
と
調
整

　
　

・
都
市
緑
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
２
０
１
２

　
　

・
㈶
日
本
花
普
及
セ
ン
タ

ー
臨
時
理
事
会

　
　

・
全
国
労
働
衛
生
週
間

～
７
日
㈰

　
　

・
建
設
業
退
職
金
共
済
制

度
加
入
促
進
強
化
月
間

～
31
日
㈬

２
㈫
・
第
１
回
造
園
施
工
管
理

技
術
検
定
委
員
会
（
国

交
省
）

　
　

・
資
格
制
度
委
員
会

３
㈬
・
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

加
入
促
進
等
連
絡
会
議

４
㈭
・
フ
ロ
リ
ア
ー
ド
２
０
１

２
名
誉
賞
審
査～

８
日
㈪

　
　

・
平
成
24
年
度
全
国
都
市

緑
化
祭

　
　

・
技
術
委
員
会
（
技
術
情

報
・
研
修
部
会
）

　
　

・
運
営
会
議

５
㈮
・
総
務
委
員
会
（
広
報
活

動
部
会
）

　
　

・
韓
国
順
天
（
ス
ン
チ
ョ

ン
）
市
長
表
敬
訪
問

６
㈯
・
全
国
造
園
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
２
（
コ
ア

日
）�

～
８
日
㈪

11
㈭
・
総
支
部
長
・
支
部
長
合

同
会
議

　
　

・
花
と
緑
の
つ
ど
い

12
㈮
・
総
支
部
長
・
支
部
長
全

国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
視
察

　
　

・
第
６
回
技
術
情
報
共
有

発
表
会
・
交
流
会

　
　

・
地
域
リ
ー
ダ
ー
ズ
勉
強

会�

～
13
日
㈯

17
㈬
・「
街
路
樹
の
日
」
推
進

大
会
（
第
５
回
）

18
㈭
・
優
秀
施
工
者
国
土
交
通

大
臣
顕
彰 

受
賞
記
念

撮
影

23
㈫
・
北
陸
総
支
部
と
北
陸
地

整
と
の
意
見
交
換
会

25
㈭
・
造
園
・
環
境
緑
化
産
業

振
興
会
代
表
者
会
議

　
　

・
国
交
省
と
の
意
見
交
換

会
・
交
流
会

26
㈮
・
都
市
緑
化
功
労
者
国
土

交
通
大
臣
表
彰
を
祝
う

会

　
　

・「
ひ
ろ
げ
よ
う　

育
て

よ
う　

み
ど
り
の
都
市
」

全
国
大
会

　
　

・
第
50
回
技
能
五
輪
全
国

大
会�

～
29
日
㈪

28
㈰
・
第
29
回
全
国
都
市
緑
化

フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
閉

会
式

　
　

・
花
の
万
博
記
念
「
コ
ス

モ
ス
国
際
賞
」
授
賞
式

31
㈬
・
第
２
回
社
会
保
険
未
加

入
対
策
推
進
協
議
会

（
国
交
省
）

　
　

・
技
術
委
員
会
（
調
査
・

開
発
部
会
）

　

近
年
で
は
、
資
格
や
総
合
評
価
点
ば
か

り
に
と
ら
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
公

共
工
事
を
し
て
い
く
上
で
は
、
必
要
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
緑
に
携
わ

る
仕
事
を
し
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、

雑
草
と
い
う
邪
魔
な
存
在
の
緑
こ
そ
、
今

一
度
目
を
向
け
て
み
る
事
が
大
切
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

沖
縄
で
生
息
し
て
い
る
在
来
植
物
の

90
％
以
上
は
薬
草
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
小
さ
い
頃
、
頭
が
痛
か
っ
た
り
し

た
ら
、
ヨ
モ
ギ
の
搾
り
汁
を
飲
ま
さ
れ
た

も
の
で
す
。
咳
を
し
た
ら
ホ
ウ
セ
ン
カ
を

煎
じ
て
飲
ま
さ
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。
昔

は
、
薬
店
な
ど
で
薬
を
買
っ
て
飲
む
と
い

う
こ
と
は
な
か
な
か
な
く
、
自
然
に
生
え

て
い
る
薬
草
で
治
し
た
も
の
で
す
。

　

私
の
見
聞
き
し
た
薬
草
の
効
能
を
紹
介

し
ま
す
。
モ
ク
セ
ン
ナ
は
、
生
葉
ま
た
は

樹
皮
を
煎
じ
て
飲
め
ば
、
痛
風
や
糖
尿
病

に
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ギ
シ
ギ
シ

は
、
葉
を
野
菜
に
し
て
食
べ
た
ら
、
便
秘

や
強
壮
に
良
い
と
言
わ
れ
、
ま
た
、
タ
ム

シ
に
は
根
を
つ
き
砕
き
、
食
酢
に
混
ぜ
て

そ
の
汁
を
患
部
に
塗
る
と
良
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ハ
マ
ス
ゲ（
方
言
名
：
コ
ウ
ブ

シ
）
は
、
根
を
煎
じ
て
飲
め
ば
頭
痛
、
解

熱
に
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
チ
ガ
ヤ

は
、
根
を
煎
じ
て
飲
め
ば
百
日
咳
や
風
邪

に
効
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ツ
ル
ム
ラ

サ
キ
は
、
野
菜
と
し
て
食
べ
た
ら
リ
ュ
ウ

マ
チ
や
、
解
熱
に
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
以
上
私
が
知
っ
て
い
る
一
部
の
薬
草

で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
ま
だ
ま
だ
沖
縄

に
は
数
多
く
の
薬
草
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
食
べ
ら
れ
る
野
草
も
た
く
さ

ん
あ
り
、
例
え
ば
ベ
ニ
バ
ナ
ボ
ロ
ギ
ク
は

簡
単
に
湯
通
し
す
る
だ
け
で
、
美
味
し
い

お
浸
し
に
な
り
、
炒
め
る
と
香
ば
し
く
食

感
は
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
に
似
て
い
ま
す
。
個

人
的
に
大
好
き
で
や
み
つ
き
に
な
り
、
あ

ち
こ
ち
取
り
に
行
く
程
で
す
。

　

私
た
ち
が
、
雑
草
を
見
直
し
て
植
物
の

大
切
さ
や
、
緑
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う

よ
う
、
地
域
の
方
々
や
若
い
人
た
ち
に
、

伝
授
し
て
い
く
の
も
私
た
ち
緑
に
携
わ
る

仕
事
を
し
て
い
る
者
の
務
め
だ
と
思
い
ま

す
。�

永
島
昌
和
（
㈲
桂
植
木
）

雑
草
を
有
食
植
物
に
変
え
よ
う

　

日
造
協
の
広
報
紙
で
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

き
誠
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
か
ら
日
本
造
園
学
会

関
東
支
部
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

支
部
活
動
に
つ
い
て
、
皆
様
に
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
現
在
、
副
支
部
長
４
名
、
幹
事
25
名
等
で
活
動
を
始

め
て
い
ま
す
。
今
年
度
よ
り
学
会
は
、
公
益
社
団
法
人
へ
移

行
し
た
こ
と
も
あ
り
、よ
り
公
益
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
も
各
界
の
学
会
へ
の
積
極
的
な

参
加
と
活
動
を
通
じ
て
一
般
社
会
へ
発
信
を
し
、
学
会
の
目

的
で
も
あ
り
ま
す
造
園
の
学
術
と
技
術
の
発
展
を
以
っ
て
社

会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

関
東
支
部
の
エ
リ
ア
は
一
都
六
県
及
び
山
梨
県
で
、
今
期

は
幹
事
を
で
き
る
だ
け
各
県
か
ら
選
出
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
造
園
の
世
界
は
広
く
ま
た
多
様
で
あ
り
、
各
県
の
状
況

は
そ
の
地
域
の
方
々
で
な
け
れ
ば
本
質
的
な
こ
と
は
把
握
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
学
会
は
産
学
官
民
の
共
同
で
成
り
立
つ
も

の
と
考
え
ま
す
の
で
、
施
工
業
界
の
方
も
増
員
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

今
年
の
支
部
大
会
は
、
11
月
23
日
・
24
日
に
筑
波
大
学
で

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
59
年
に

第
２
回
関
東
支
部
大
会
が
筑
波
研
究
学
園
都
市
に
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の
大
会
テ
ー
マ
は
「
居
住
環
境
の
創

造
と
課
題
の
展
開
」
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
“
つ
く
ば
”
は
28

年
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
の
“
つ
く
ば
”
が
当
初
の
計
画
・

設
計
の
意
図
し
た
と
お
り
に
成
長
し
た
の
か
、
街
や
み
ど
り

が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
、
こ
の
あ
た
り
を
意
識
し
な
が

ら
、
今
年
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
「
住
み
続
け
た
い
つ
く
ば
、

住
み
続
け
ら
れ
る
つ
く
ば
」と
題
し
ま
し
た
。
基
調
講
演
は
、

「
筑
波
研
究
学
園
都
市
の
み
ど
り
の
系
の
構
築
」
で
、
造
園

学
会
賞
を
計
画
部
門
に
お
い
て
受
賞
さ
れ
た
、
太
田
清
澄
札

幌
学
院
大
学
教
授
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
話
題
提
供
と

し
て
鈴
木
雅
和
筑
波
大
学
教
授
に
は
筑
波
山
梅
林
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
等
に
つ
い
て
、
田
中
伸
彦
東
海
大
学
教
授
に
は
、

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
里
山
管
理
等
、
鹿
島
建
設

の
山
田
順
之
氏
に
は
生
物
多
様
性
都
市
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い

て
、
筑
波
大
学
生
か
ら
は
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て
話
題

提
供
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
事
例
・
研
究
発
表
会
・
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
例
年
通
り
行
い
、
第
８
回
学
生
デ
ザ

イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
「
原
発
の
被
害
を
受
け
た
土
地
と

向
き
あ
う
」
と
題
し
、
約
50
名
の
学
生
が
福
島
県
石
川
町

に
お
け
る
成
果
発
表
会
が
あ
り
ま
す
。
前
日
の
23
日
は
つ
く

ば
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
内
容
は
研
究
学
園
都
市

の
赤
塚
公
園
・
洞
峰
公
園
や
梅
林
再
生
、
北
条
矢
中
邸
の
竜

巻
被
害
の
復
旧
等
や
地
域
の
文
化
遺
産
と
し
て
の
再
生
、
北

条
宮
清
大
蔵
に
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
、
詳
細
は
近
日
中
に
支
部

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
は
新
規
事
業
と
し
て
、「
部
会
活
動
の
実

施
」
を
考
え
て
い
ま
す
。
以
前
も
関
東
支
部
で
は
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
造
園
遺
産
イ
ン
ベ

ン
ト
リ
ー
作
成
や
学
生
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
他
、

多
く
の
学
会
員
や
一
般
市
民
が
参
加
で
き
る
活
動
を
現
在
検

討
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
施
工
技
術
部
会
を
は
じ
め
、
作

品
見
学
等
の
数
件
の
部
会
活
動
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
来
年
は
関
東
支
部
創
立
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
後

と
も
日
本
造
園
建
設
業
協
会
の
会
員
の
皆
様
と
協
力
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
お
互
い
の
会
が
発
展
し
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

小
木
曽
裕
（（
公
社
）日
本
造
園
学
会
関
東
支
部
長
、
独
立

行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
技
術
調
査
室
緑
環
境
リ
ー
ダ
ー
）

社 会 貢 献 の 学 会 活 動 に 向 け て
 

学
会
の
目
・
眼
・
芽
第39回

　

本
書
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に

「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
再
生
を

通
じ
た
復
興
支
援
の
た
め
の
コ

ン
セ
プ
ト
ブ
ッ
ク
」
を
掲
げ
、

第
一
線
で
活
躍
す
る
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
40
人
が

27
の
テ
ー
マ
で
執
筆
。
第
１
章

「
生
存
」
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

を
創
出
す
る
、第
２
章
「
生
業
」

と
「
生
活
」
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
を
再
興
す
る
、
第
３
章
持
続

可
能
な
「
生
圏
」
の
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
を
展
望
す
る
─
─
で
構

成
さ
れ
、
自
然
の
驚
異
を
「
封

じ
込
め
る
」
こ
と
か
ら
「
う
ま

く
か
わ
す
」
こ
と
の
で
き
る
し

な
や
か
で
強
い
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
被
災
地
の
産
業
や
生

活
の
再
生
、
直
面
す

る
人
口
減
少
、
高
齢

化
社
会
問
題
、
将
来

の
地
域
や
都
市
デ
ザ

イ
ン
の
必
読
書
と
な

っ
て
い
る
。

（
公
社
）
日
本
造
園

学
会　

東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
調
査
委
員
会
編
、
マ
ル
モ
出

版
発
行
、Ｂ
５
判
、１
３
６
頁
、

定
価（
本
体
１
７
６
２
円
＋
税
）

「
封
じ
込
め
る
」か
ら「
か
わ
す
」へ

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
再
生
を
通
じ
た

復
興
支
援
の
た
め
の
コ
ン
セ
プ
ト
ブ
ッ
ク『
復
興
の
風
景
像
』

技
能
五
輪
全
国
大
会

諏
訪
湖
広
場
で
開
催
へ


